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緒 言

1949年, Prinzmetalら が24Naを 追 跡 子 と して

Geiger Muller Counterを 用 い てradio cardio

graphy(以 下R. C. G.と 略 す)の 方 法 を紹 介 した①.

しか し この 方 法 は 検 出 器 内 に心 臓 全 体 を含 み,稀 釈

曲 線 の 解 折 は 難 し く,照 準,感 度,再 現性 等 に も問

題 が あ り,余 り利 用 され なか っ た.近 年 シン チ カ メ

ラの 出 現 は,循 環 動態 を形 態 的,機 能 的 に促 える こ

とを可 能 に した.更 に99mTCを は じ め とす る短 半 減

期 のRIの 開 発 によ り,生 体 へ 安 全 に 大 量 のRI

を投 与 す る こ とが 出来 るよ うに な り,画 質 の良 好 な

シ ンチ グ ラム が 得 られ るよ うに な った.し か も,ビ

デ オテ ー プ レ コー ダ ー(以 下V. T. R.)に よ るdata

 store play back装 置,ミ ニ コン ピ ュー タ ーの この

方 面 の 利 用 は,体 外計 測 の みで は不 可 能 で あ る所 の

心 臓 の 各房,各 室,肺 野 等 に関 心域 を設定 し,そ の

局 所 の 循環 動態 を稀 釈 曲 線 と して表 示 す る こ と も可

能 で あ る.

私 共 は,シ ンチ カ メ ラ と ミニ コ ン ピ ュー ター を結

合 した核 医学 デ ー タ シ ス テ ム を使 用 し,心 臓 疾 患 の

診 断 の 臨床 応 用 を行 っ て い る が,今 回 私共 の方 法 の

概 略 と,こ れ を用 い た正 常 例 につ い て 解折 を加 えた

の で 報告 す る.

方 法

高血 圧,心 疾 患 者 の既 応 歴 な く,理 学 的 に も異 常

所 見 の な い 正常 者12名 に つ い てRCGを 行 っ た.患

者 は仰 臥位 と して,シ ン チ カ メ ラの 検 出部 分 を心 臓

左斜 前45° で胸 壁 に 出来 る だ け接 近 させ,右 肘 静 脈

よ り99mTC-pertechnetateをOldendorf technigue②

で 注射 した.シ ンチ カ メ ラ はPhogamma Ⅲ(Nuclear

 Chicago Co. U. S.A. GCA-102)で,こ れ に イ

ン ター フ ェー ス を介 して,東 芝 製 核 医学 デ ー タ処 理

装 置DAP 5000-2と が結 合 して お り,シ ン チ カ メ

ラの情 報 を デ ィジ タ ル化 し, VTRに 記 録 した.こ

れ らの ブ ロ ッ クダ イ ヤ グ ラ ム をFig 1に 示 した.

シ ンチ カ メ ラ で検 知 され たr線 を2つ の パ ラ メー タ

ーのx , y軸 の位 置 信 号 と し,ア ナ ロ グ,デ ィジ タル

コ ンバ ー ター で シ ン チ カ メ ラの ア ナ ログ情 報 を デ ィ

ジ タル 化 し, VTRイ ン ター フ ェ イス に送 り, VTRに

収 録 した. DAP 5000-2は2チ ャ ン ネル で,関 心

域 は 同 時 に2ケ 所設 定 可 能 で あ る.デ ー タ処 理 は

VTRよ りブ ラ ウ ン管 上 に像 を再 生 し,左 室,右 室,

左 肺 に 関心 域 を設 定 し,こ のROI内 のtime activi

ty curveをRCGと して表 示 した,デ ー タの 収 集 は

循 環 時 間 を考 慮 して0.16sec間 隔 と して デ ー タサ イ

ズ は256 pointで あ る.従 って 注 射 後0.16秒 間 隔 の カ

ウ ン トが256点 に つ い て測 定 され た 曲 線 とな り,全

測 定 時 間 は40.96秒 とな る.こ れ らは ミニ コン ピ ュー

タ ー に よ り演 算 され,一 つ のRI稀 釈 曲 線 と して 表

示 され た. RI曲 線 に よ り,右 室,左 室 のpeak to

 peak time. c2/c1 raticを 求 め た.右 室,左 室peak

 to peak timeは 右 室 と左 室 の 各 々 に 関 心 域 をお い

て得 た各 々 の 稀 釈 曲 線 の ピー ク か ら ピー ク迄 の 時 間

で あ る.
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c2/c1 ratioはFig 2に 示 す 如 くbuild up開 始 時

よ り ピー ク迄 の時 間 をT1,そ の ピ ー クの カ ウ ン ト数

をc1と して,ピ ー ク時 よ りT1と 等 しい時 間 間 隔 を

T2と し,そ の時 の カ ウ ン トをc2と し, c2/c1 ratio

を求 め た.更 に シ ン チ グ ラム で99mTC-pertechnetate

注 入 後 の 経 時 的 動 態 像 を35mm Nikon F time lapse

cameraで0.3 sec間 隔 で撮 像 し,機 能 的,形 態 的

両面 よ り観 察 した. Fig. 3は 正 常 例 で のR. O. Iを

示 した 動態 像並 び に 右 室,左 室 で のRCGで あ る.

Fig. 1 BLOCK DIAGRAM OF SCINTILLATION CAMERA AND DATA PROCESSER

Fig. 2 Method of analyzing time/activity histogram. C1 is the peak count rate and C2 is the 

count rate at T2. T1 and T2 are equal.

結 果

1) 右室,左 室 のpeak to peak time(Table 1)

最 も短 い症 例 で4.80 sec,最 も長 い症 例 で8.64 sec

で あ り,平 均 で は6.40±1.18 secで あ っ た.右 室,
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左 室 のpeak to peak timeは 年 令別 にみ る と, 23

才 の 一 例 を除 い て19才 よ り39才 迄 で は4.80～5.92sec

で大 体5秒 代 が 多 い.し か るに60才 ～70才 迄 は6.56

～7 .52 secと や や 前者 よ り延 長 傾 向 を みて い る.

Fig. 3 Left: Scintiphoto showing of 99mTc-bolus through superior vena cava, the right atrium a 

and the right ventricle to pulmonary artery. 

Right: RI dilution curves of the right and left ventricle. Interventricular peak to peak 

time is 6.56 sec. C2/C1 ratio of the right ventricle and the left ventricle are 0.44 and 

0.37 respectively.

Table 1. Interventricular peak to peak time and C2/C1 ratio in normal subjects.

2) 右 室 に 於 け るc2/c1 ratio(Table 1)

0.30が 最 も低 い 値 で,最 も高 い もの で0.59で あ り,

平 均 で は0.45±0.08で あ った.

3) 左 室 に お け るc2/c1 ratio(Table 1)

最 も低 い 値 を 示 した もの は0.22,こ の症 例 は右 室 に

お い て も最 も低 い値 を み た もの で あ る.最 も高 い値

は0,51で 平 均 は0.38±0.09で あ っ た.

4) 左 肺 にお け るc2/c1 ratio(Table 1)

平均0.45±0.08で あ り,最 も低 い もの で0.30,高 い

もの で0.55の 幅 を示 した.

考 按

コン ピ ュー タ ー を用 い たRCGは 価 値 あ る臨 床 情

報 を提 供 す る とい わ れ て い る.こ の方 法 は 非 観 血 的

迅 速 で且 つ比 較 的 被 曝 線 量 は低 く,し か も注 射 量 は

極 く少 量 で あ り,生 理 的 循環 状態 を障 害 す る こ と は
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な く,こ の 臨 床 応 用 は 盛 ん とな りつ つ あ る.

対 象 症 例 の 年令 分 布 が19才 よ り70才 迄 と幅広 くと

られ た.こ の こ と は今 後病 的 症例 を検 討 して い く上

で限 られ た年 令 階 層 の み に つ い て正 常 者 を検 討 して

い くよ り も良 い と考 えた か らで あ る.

自験 例 の 右 室 左 室peak to peak timeを,諸 家

の報 告 と比 較 して み る と, Jones③ らは6.6±1.1秒,

 Burke④ らは5.5±1.2秒,の 値 を示 して お り,自 験

正常 群 とほ ぼ近 値 した値 を得 て い る.こ れ らを更 に

c2/c1  ratioと の 関係 で み る と, peak to peak time

との 間 に正 負 の相 関 は全 くみ られ な い.稀 釈 曲 線 に

よ るc2/c1 ratioの 解 析 はCarter SA⑤. Folse

 R⑥ らが始 め て報 告,以 来 先 天 性 心 疾患,特 に シ ャ

ン トを有 す る もの の 診断 に有 用 性 が 認 め られ て い る.

右房 で はbolusが その ま ま血 液 と混 じ らな い で到 達

す るた め にbuild up timeは 非 常 に短 か くな り,こ

の部 分 で のc2/c1 ratioの 評 価 は困 難 で あ る.こ の

点,肺 に お い て は あ る程 度 血 液 と混 和 され た 状態 で

移 動 す るた め, c2/c1 ratioの 評 価 に良 い と され て

い る.

 私 共 は左 肺,右 心 室,左 心 室 に関 心 域 を設定 し,

各 々 のc2/c1 ratioを み た所,右 室 で は0.30～0.59,

平均0.45±0.08,左 室0.22～0.51,平 均0.38±0.09,

左 肺 で は0.30～0.55,平 均0.45±0.08で あ った.

 Rosenthal⑦ は 肺野 で のc2/c1 0.41,右 心 系0.57,

 Alderson⑧ は肺 野 で18～34%,平 均26±7.4%と 報

告 して い る.従 って ほ ぼ私 共 も この両 者 に近 い値 を

得 た と考 えて よ く,今 後,弁 膜 症,先 天 性 心 疾 患 に

つ い て この 正 常 値 を対 照 と して検 討 の予 定 で あ る.

結 語

核 医学 デ ー タ処 理 装 置 を使 用 し,得 られ たRCG

よ り正常 例12例(19才 ～70才)に つ い て以 下 の項 目

を求 め た 所,次 の結 果 を得 た.

1) 右 室,左 室peak to peak time.

平均6.40±1.18秒(4.80～8.64秒)

2) 右 室 のc2/c1比

平 均0.45±0.08(0.30～0.59)

3)左 室 のc2/c1比

平 均0.38±0.09(0.22～0.51)

4)左 肺 のc2/c1比

平 均0.45±0.08(0.30～0.55)

これ らは諸家 の 報告 し た値 と ほ ぼ近 似 した もの で

あ っ た.

稿 を終 るに臨 み終始,御 慰篤 な御指導,御 校閲 を頂い

た恩師 山本 道夫教 授,並 びに種 々御助言,症 例提供 下 さ

った本学 第二 外科,砂 田輝武前教 授,寺 本 滋教授 に深謝

致 します.

なほ本論文要 旨は第32回 日本 医学 放射線 学会総 会(昭

和48年)に て発 表 した.
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Diagnosis of heart disease using by RI angiocardiography

Part I. Normal subjects 

Masatada TANABE, Toyosato TAMAI, Etsuo KAWASE, Hisao TAKAKI, 

Kiichiro MIZUKAWA, Setsuo MORIMOTO, Keiji HASHIMOTO, 

Katashi SATO and Kaname AONO

Department of Radiation Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Michio Yamamoto)

This study is to show applicability of RCG and to determine criteria for its use of normals. 

Instrumentation for data processing was DAP 500-2(Toshiba, Ltd, Tokyo Japan) RI dilution 

curves recorded an the right ventricle, the left lung, the left ventricle of 12 normal subjects 

were analyzed to obtain following parameters, namely interventricular peak to peak time and 

C2/C1 ratio.

1) intraventricular peak to peak time

average: 6.40•}1.18 seconds(4.80•`8.64)

2) C2/C1 ratio of right ventricle

average: 0.45•}0.08 seconds(0.30•`0.59)

3) C2/C1 ratio of left ventricle

average: 0.38•}0.09 seconds(0.22•`0.51)

4) C2/C1 ratio of left lung

average: 0.45•}0.08 seconds(0.30•`0.55)


